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夏
ま
つ
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
で
す
ね
。
こ
の
号
が
皆
さ
ん
に
届

く
頃
は
「
つ
る
た
ま
つ
り
」
も
終
っ
て

い
る
と
思
う
の
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
だ

け
に
お
し
え
ま
す
。
十
六
日
の
花
火
大

会
で
、
湖
上
の
龍
神
ね
ぶ
た
を
運
転

（
操
縦
！
）
し
て
い
る
の
は
わ
た
し
な

の
で
あ
り
ま
す
。
取
材
（
撮
影
）
は
ど

う
す
る
の
？
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
日
は
、
Ｎ
班
長
に
仕
事
を
お
任

せ
し
て
「
ね
ぶ
た
オ
ヤ
ジ
」
に
な
り
ま
す
。

班
長
あ
り
が
と
う
。
あ
の
龍
神
ね
ぶ
た
の

微
妙
な
動
き
、
皆
さ
ん
分
か
っ
て
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。
ん
〜
無
理
か
…

（
山
）

□ご結婚おめでとう
町 名 氏 名

（鷹ノ尾五所川原市 （木村 清吾
川村絵梨子

■ごめい福を祈ります
町 名 死亡者名 年齢
妙堂崎 長峰 一造 82

妙堂崎 伊藤キヨヱ 70

亀 田 齋藤 清美 75

本 町 尾崎 泰宏 69

廻 堰 齋藤 清作 91

鶴 泊 長尾 敏直 63

妙堂崎 澁谷 太郎 87

亀 田 齋藤ヨチヱ 80

公園通り 佐々木ツル 87

新田子 坂本 やゑ 83

寺 町 松山 ヒサ 92

横 萢 神 ふじえ 85

文化通り 坂本 三藏 86

廻 堰 加賀谷婦貴子 69

大 巻 下山 由市 83

妙堂崎 相場 昭子 54

大 巻 加藤 清竹 82

（この欄に載せたくない方は、届ける時に
くらしの窓口班へ申し出てください）

編集うらばなし

（田中町つがる市 （白戸 利博
傅法谷真美

□お誕生おめでとう
町 名 氏 名 保護者
相原町 高森 勇利

ゆうり
（三樹）

胡桃舘 成田 仁
じん
（宏貴）

みどり町 安田 光優
みゆう

（昌孝）
駅前通り 小野伸太郎

しんたろう
（雅伸）

派 立 工藤隆之介
りゅうのすけ

（隆志）
中 野 横山 陽大

ようた
（ 正 ）

文化通り 坂本 藍香
あいか

（興平）
田の尻 瓜田 類愛

るきあ
（一哉）

社
会
教
育
・
公
民
館
だ
よ
り

に
ぎ
り
ま
ん
ま

か
わ
ら
版

「「
に
ぎ
り
ま
ん
ま
」」
にに
関関
すす
るる

おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
はは

教教
育育
委委
員員
会会
　
社社
会会
教教
育育
班班
まま
でで

（（
内内
線線
２２
１１
１１
・・
２２
１１
２２
・・
２２
１１
５５
））

７月31日現在（前月比）

人口 14,887人（ ０人）

男 6,982人（ １人）

女 7,905人（－１人）

世帯 5,159（ 7）

出生８人 転入26人
婚姻３組 転出12人
死亡19人

（仲　町鰺ヶ沢町 （松山　良太木村真喜子

子子
どど
もも
たた
ちち
がが
「「
手手
づづ
くく
りり

ＴＴ
シシ
ャャ
ツツ
」」
をを
作作
りり
まま
しし
たた

七
月
二
十
二
日
（
火
）
〜
二
十
六

日
（
土
）
ま
で
の
五
日
間
、
公
民
館

に
お
い
て
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス
ク
ー

ル
主
催
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
づ

く
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
五
十
六
人
が
公
民
館
に
集

ま
り
、
各
自
で
下
書
き
と
色
付
け
を

し
て
、
個
性
あ
ふ
れ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
左
袖
の

部
分
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
サ
ン
ン
シ
ャ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
入

り
、
子
ど
も

た
ち
に
大
変

好
評
で
し

た
。

県県
内内
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
をを
学学
んん
だだ

七
月
二
十
八
日
（
月
）、
青
森
県
主

催
「
電
気
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
学
習
会
」

が
開
催
さ
れ
、
鶴
田
町
か
ら
二
十
六

人
（
子
ど
も
十
五
人
・
大
人
十
一
人
）
の

方
が
参
加
し
、
電
気
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

朝
九
時
、
公
民
館
に
集
合
し
、
は

じ
め
に
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

資
料
を
使
い
電
気
が
家
庭
に
届
く
ま

で
や
発
電
の
し
く
み
を
学
ん
だ
後
、

原
子
力
と
関
係
が
深
い
放
射
能
を
簡

単
な
装
置
を
使
っ
て
、
身
の
回
り
に

も
放
射
能
が
あ
る
の
か
を
実
験
・
観

察
し
ま
し
た
。
体
験
学
習
が
終
わ
る

と
公
民
館
を
出
発
し
、
虹
の
湖
公
園

と
浅
瀬
石
川
ダ
ム
へ
移
動
し
ま
し
た
。

浅
瀬
石
川
ダ
ム
で
は
、
発
電
所
の

中
に
入
り
、
実
際
に
発
電
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
職
員
の
方
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
き
っ
と
夏

休
み
の
自
主
研
究
に
大
い
に
役
立
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ふふ
じじ
たた
けけ
んん
じじ
ワワ
ーー
ルル
ドド

昔
の
遊
び
を
藤
田
健
次
さ
ん
（
鶴

田
町
出
身
八
戸
市
在
住
・
版
画
家
）

の
作
品
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

△ていねいに色付けして完成だね

△発電のしくみを職員から説明をうける参加者

△ロゴマーク

木
版
画
集
「
津
軽
の
こ
ど
も
た
ち
」
よ
り

どどんんなな遊遊びびだだっったたかかはは

おおじじいいちちゃゃんんややおおばばああちち
ゃゃんんにに聞聞いいててみみよようう！！


